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的
と
方
法
で
検
討
し
た
結
果
で
あ
り
、
明
治
中
期
の
静
岡
県
に
つ

い
て
の
新
た
な
事
例
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、

『
静
岡
大
務
新
聞
』
は
静
岡
県
立
図
書
館
所
蔵
の
紙
焼
製
本
資
料
、

『
絵
入
東
海
新
聞
』
は
一
九
七
二
年
静
岡
県
明
治
新
聞
刊
行
会
に

よ
る
複
製
を
使
用
し
た
。

一
、『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
つ
い
て

　
『
静
岡
大
務
新
聞
』
は
、『
地
方
別
新
聞
史
』（
一
九
五
六
年
、
日

本
新
聞
協
会
）に
拠
れ
ば
、
そ
の
前
身
は
明
治
六
年（
一
八
七
三
）

『
官
許
静
岡
新
聞
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
静
岡
新
聞
』
で
あ
る
。

発
行
責
任
者
は
山
梨
易
司
、
発
行
所
は
静
岡
県
呉
服
町
五
丁
目
提

醒
社
。
週
二
回
発
行
、
一
部
金
二
銭
の
売
価
で
あ
っ
た
。
同
九
年

（
一
八
七
六
）に
『
重
新
静
岡
新
聞
』
と
改
称
、
さ
ら
に
翌
十
年

（
一
八
七
七
）に
『
静
岡
新
聞
』
と
再
改
称
し
、
紙
幅
を
広
げ
て
一

部
一
銭
、
一
ヶ
月
十
二
銭
と
価
格
改
定
し
た
。
同
十
一
年（
一
八

　

中
央
大
学
Ｆ
Ｌ
Ｐ
鈴
木
ゼ
ミ
で
は
、
書
籍
業
界
が
大
き
く
変
動

す
る
時
期
、
す
な
わ
ち
明
治
中
期
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
変
動
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
具
体
的
に
捉
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
明
治
十
八
年

（
一
八
八
五
）か
ら
明
治
二
十
一
年（
一
八
八
八
）ま
で
の
四
年
間
に

お
け
る
各
地
方
の
書
籍
安
売
広
告
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
新
聞
か

ら
収
集
し
て
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
成
果
は
、
ま
ず
「
共
同

研
究
書
籍
安
売
の
新
聞
広
告
」（『
書
籍
文
化
史
』
第
十
八
集
、
二

〇
一
七
年
一
月
）と
題
す
る
報
告
に
ま
と
め
た
。
さ
ら
に
「『
山
梨

日
日
新
聞
』『
甲
陽
日
報
』
所
掲
書
籍
安
売
広
告
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
中
央
大
學
国
文
』
第
六
十
二
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）に
お
い

て
は
、
山
梨
県
の
地
方
紙
で
あ
る
『
山
梨
日
日
新
聞
』
と
『
甲
陽

日
報
』
の
二
紙
に
つ
い
て
同
様
の
調
査
を
行
い
、
県
域
に
お
け
る

書
籍
安
売
の
実
態
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
と
と
も
に
、
当
該
地
方

紙
の
特
質
と
流
通
域
に
お
け
る
書
籍
流
通
の
特
質
を
あ
ぶ
り
だ
そ

う
と
試
み
た
。
本
稿
は
『
静
岡
大
務
新
聞
』
の
広
告
を
同
様
の
目

『
静
岡
大
務
新
聞
』
所
掲
書
籍
安
売
広
告
を
め
ぐ
っ
て

鈴
木
俊
幸
・
友
成　

毅
・
大
石
明
香
里
・
金
子
美
樹
・ 

國
分
美
奈
穂
・
増
田
凜
々
・
湯
沢
友
実　
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が
火
災
に
遭
っ
て
の
移
転
で
あ
る
。
明
治
二
十
年
十
二
月
十
三
日

『
朝
野
新
聞
』
広
告
に
「
広
告
／
弊
社
儀
昨
夜
一
時
半
頃
誤
て
火

を
失
し
、
全
社
焼
失
の
不
幸
を
来
し
候
に
付
、
不
得
止
本
日
よ
り

三
日
間
休
刊
致
し
、
来
る
十
五
日
よ
り
発
兌
仕
候
に
付
、
倍
旧
の

御
愛
顧
被
成
下
度
、
此
段
看
客
諸
君
に
御
報
道
申
上
候
也
／
第
十

二
月
十
二
日　

静
岡
大
務
新
聞
社
」
と
あ
る
の
で
、
火
事
は
十
二

月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

明
治
二
十
一
年
『
静
岡
縣
統
計
書
』
に
よ
る
と
、
安
売
広
告
が

流
行
し
た
明
治
十
八
年
か
ら
明
治
二
十
一
年
ま
で
の
四
年
間
の
発

行
高
は
明
治
十
八
年
が
三
二
八
一
一
〇
部
、
同
十
九
年
が
三
〇
四

一
二
六
部
、
同
二
十
年（
一
八
八
七
）が
四
八
九
一
七
三
部
、
同
二

十
一
年
が
四
九
三
三
九
二
部
と
、
明
治
十
九
年
に
発
行
高
は
落
ち

て
い
る
が
そ
の
後
伸
び
て
い
る
。
売
上
高
に
つ
い
て
は
、
明
治
十

八
年
が
六
五
六
二
円
、
同
十
九
年
が
四
〇
七
二
円
、
同
二
十
年
が

四
九
六
四
円
、
同
二
十
一
年
が
四
九
九
七
円
と
な
っ
て
い
て
、
発

行
高
と
連
動
し
て
上
下
し
て
い
る
。

　

明
治
十
八
年
六
月
六
日
『
時
事
新
報
』
に
静
岡
大
務
新
聞
社
の

広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

静
岡
大
務
新
聞
及
函
右
日
報
ノ
両
社
ハ
、
他
日
都
合
ヲ
謀
リ
、

合
併
シ
テ
大
ニ
事
務
ヲ
拡
張
ス
ベ
キ
ノ
計
画
ア
リ
。
依
テ
函

右
日
報
ノ
儀
ハ
五
月
三
十
一
日
限
リ
廃
刊
シ
、
同
日
報
ノ
編

七
八
）に
日
刊
と
な
っ
た
が
、
社
内
軋
轢
に
よ
り
同
十
二
年（
一
八

七
九
）に
廃
刊
し
た
。
提
醒
社
を
脱
退
し
た
者
た
ち
が
『
函
右
日

報
』
を
創
刊
、
残
っ
た
者
に
よ
っ
て
同
十
三
年（
一
八
八
〇
）に

『
静
岡
新
聞
』
が
再
刊
さ
れ
る
。
同
紙
を
同
十
七
年（
一
八
八
四
）

に
廃
刊
し
、
改
め
て
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ズ
の
「
タ
イ
ム
」
を
と

っ
て
『
静
岡
大
務
新
聞
』
を
創
刊
し
た
。
同
十
八
年
に
は
『
函
右

日
報
』
を
吸
収
合
併
、
社
名
は
静
岡
大
務
新
聞
社
で
あ
る
。『
日

本
全
国
新
聞
雑
誌
細
見
』（
明
治
十
九
年〈
一
八
八
六
〉、
松
村
新
太

郎
出
版
）に
は
、
代
価
一
枚
金
二
銭
、
一
ヶ
月
金
四
十
五
銭
、
広

告
料
は
十
八
字
詰
め
一
行
金
一
銭
二
厘
、
発
行
所
は
静
岡
県
駿
河

国
安
陪
郡
静
岡
江
川
町
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
一
年
一

月
に
は
呉
服
町
三
丁
目
一
番
地
に
移
転
、
一
月
二
十
七
日
『
絵
入

東
海
新
聞
』
に
「
静
岡
大
務
新
聞
社
移
転
広
告
／
本
社
移
転
ノ
建

物
既
ニ
修
繕
ヲ
終
リ
、
諸
種
ノ
新
器
械
類
一
切
据
付
タ
ル
ヲ
以
テ

予
テ
広
告
ノ
通
リ
本
日
ヲ
以
テ
静
岡
呉
服
町
三
丁
目
一
番
地
ニ
転

移
シ
、
旧
ニ
依
リ
新
聞
紙
発
行
活
版
印
刷
ノ
業
務
ヲ
執
リ
、
其
他

簿
記
製
本
等
ノ
御
注
文
ニ
応
シ
候
／
明
治
廿
一
年
一
月
十
五
日　

静
岡
大
務
新
聞
社
」（
引
用
に
際
し
、
句
読
点
を
付
加
し
た
。
以
下

同
じ
）と
広
告
を
掲
載
す
る
。
二
月
七
日
『
静
岡
大
務
新
聞
』
附

録
に
は
「
本
社
は
昨
年
火
災
に
罹
り
、
一
時
諸
器
械
は
悉
く
烏
有

に
帰
し
た
れ
ど
も
、
最
早
悉
皆
新
調
し
て
其
整
頓
を
告
げ
た
れ
ば
、

活
版
印
刷
は
勿
論
簿
記
製
本
等
鮮
明
美
麗
を
首
と
し
、
総
べ
て
廉

価
を
以
て
御
注
文
に
応
じ
可
申
候
」
と
あ
っ
て
、
江
川
町
の
社
屋
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輯
ニ
従
事
セ
シ
井
上
寛
一
氏
ハ
更
ニ
静
岡
大
務
新
聞
ニ
入
テ

同
社
員
斎
藤
和
太
郎
、
坂
井
牧
ノ
助
両
氏
等
ト
共
ニ
静
岡
大

務
新
聞
ノ
編
輯
ニ
従
事
ス
ル
事
ト
ス
。
依
テ
是
迄
函
右
日
報

購
読
ノ
諸
君
ヘ
合
併
実
行
マ
デ
ハ
来
ル
六
月
ヨ
リ
静
岡
大
務

新
聞
ヲ
配
達
ス
ヘ
キ
ニ
付
キ
、
御
購
読
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
。

尚
ホ
又
函
右
日
報
社
ハ
日
報
廃
刊
ノ
期
日
ヨ
リ
社
名
ヲ
函
右

社
ト
改
称
シ
、
依
然
静
岡
両
換
町
三
丁
目
一
番
地
ニ
於
テ
印

刷
ノ
業
務
ニ
専
就
シ
、
静
岡
大
務
新
聞
社
ハ
従
前
ノ
通
リ
新

聞
発
行
及
印
刷
業
務
ニ
従
事
ス
ル
ヲ
以
テ
両
社
ト
モ
旧
ニ
倍

シ
、
益
々
御
愛
顧
ヲ
垂
レ
賜
ハ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
。

明
治
十
八
年
六
月　

静
岡
大
務
新
聞
社

 

函
右
日
報
社

　

先
述
し
た
函
右
日
報
社
と
の
合
併
一
件
の
広
告
で
あ
る
。
県
内

購
読
者
を
主
に
想
定
し
て
い
る
地
方
紙
が
『
時
事
新
報
』
に
県
内

購
読
者
向
け
の
広
告
を
出
し
て
い
る
事
実
は
、
東
京
紙
が
県
内
で

多
く
流
通
し
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
る
で
あ
ろ
う
。
明
治
十
九
年

五
月
二
十
五
日
・
二
十
六
日
『
静
岡
大
務
新
聞
』
掲
載
の
松
屋
好

五
郎
「
諸
新
聞
配
達
区
域
拡
張
広
告
」
は
東
京
紙
も
配
達
し
て
い

る
こ
と
を
広
告
し
て
い
る
し
、
明
治
二
十
年
九
月
十
七
日
の
杉
本

平
七
の
「
諸
新
聞
雑
誌
大
取
次
広
告
」
で
も
静
岡
の
二
紙
の
次
に

『
時
事
新
報
』
を
は
じ
め
東
京
紙
を
取
り
次
い
で
い
る
旨
が
広
告

さ
れ
て
い
る
。『
時
事
新
報
』
以
外
の
他
の
東
京
紙
へ
の
静
岡
大
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十
三
件
で
あ
っ
た
。
四
十
三
件
と
い
う
件
数
だ
け
で
み
る
と
、
東

京
紙
の
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
四
十
六
件
、『
自
由
灯（
め
さ
ま
し

新
聞
）』
の
三
十
九
件
に
近
い
が
、
こ
の
二
紙
を
含
め
て
東
京
や

大
阪
紙
の
ほ
と
ん
ど
は
兎
屋
の
広
告
が
安
売
広
告
全
体
の
中
の
大

き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、『
静
岡
大
務
新
聞
』
で
は
、

兎
屋
の
安
売
広
告
は
三
件
し
か
確
認
で
き
ず
、
こ
れ
ま
で
調
査
し

て
き
た
東
京
紙
や
大
阪
紙
と
比
べ
る
と
そ
の
割
合
は
か
な
り
少
な

い
。
兎
屋
は
、
同
県
の
『
絵
入
東
海
新
聞
』
に
も
広
告
を
一
件
し

か
出
し
て
お
ら
ず
、『
静
岡
大
務
新
聞
』
と
も
ど
も
静
岡
県
の
新

聞
を
広
告
媒
体
と
し
て
さ
ほ
ど
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
広
告
を
出
し
て
い
る
書
店
は
、
地
元
静

岡
六
店
、
東
京
四
店
、
大
阪
十
店
で
、
大
阪
の
書
店
が
最
も
多
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
書
店
の
中
で
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
広

告
を
だ
し
て
い
た
と
こ
ろ
は
無
く
、
た
と
え
ば
近
江
屋
本
店
は
明

治
十
九
年
十
月
五
日
か
ら
十
一
月
二
日
の
間
、
原
泉
堂
は
六
月
三

十
日
と
七
月
一
日
、
信
文
堂
は
二
月
二
日
と
三
日
の
み
の
掲
載
で
、

い
ず
れ
も
単
発
的
で
あ
っ
た
。

　

件
数
で
み
る
と
、
地
元
静
岡
が
十
五
件
で
、
そ
の
割
合
が
三

四
・
九
％
、
東
京
が
十
三
件
で
三
〇
・
二
％
、
大
阪
が
十
六
件
で

三
七
・
二
％
と
、
す
べ
て
の
地
域
で
三
〇
％
台
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
調
査
対
象
と
し
て
き
た
他
の
新
聞
に
は
、
地
元
・
東
京
・
大

阪
の
三
地
域
か
ら
の
安
売
広
告
が
同
じ
よ
う
な
割
合
で
あ
っ
た
例

は
な
く
、
こ
の
傾
向
は
『
静
岡
大
務
新
聞
』
の
一
特
色
で
あ
る
と

務
新
聞
社
の
広
告
掲
載
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
東
京
紙
の

な
か
で
も
『
時
事
新
報
』
が
、
当
時
の
静
岡
県
内
に
お
い
て
多
く

の
購
読
者
を
獲
得
し
て
い
て
、
広
告
効
果
が
期
待
で
き
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

ま
た
『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
東
京
紙
の
広
告
が
多
く
掲
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
東
京
紙
が
静
岡
県
内
で
の
需
要
が
高
か
っ
た
こ
と

を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
明
治
十
八
年
四
月
十
四
日
、

同
年
十
二
月
二
十
七
日
、
十
九
年
四
月
十
六
・
十
七
日
、
二
十
年

十
月
二
十
八
日
、
同
年
十
一
月
一
日
に
『
時
事
新
報
』
の
広
告
、

十
八
年
五
月
二
十
九
日
、
十
九
年
三
月
十
八
日
、
四
月
二
十
七
日
、

二
十
九
日
に
は
『
毎
日
新
聞
』
の
広
告
、
二
十
年
十
月
二
十
九
日

に
は
『
東
京
日
日
新
聞
』
の
広
告
、
十
九
年
二
月
三
日
・
四
日
、

二
十
年
十
月
十
九
日
に
は
『
朝
野
新
聞
』
の
広
告
、
二
十
年
九
月

二
十
五
日
・
二
十
八
・
二
十
九
日
、
同
年
十
月
十
六
日
・
十
九

日
・
二
十
日
に
は
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
広
告
、
二
十
年
九
月
三

十
日
、
同
年
十
月
一
日
・
二
日
・
四
日
に
は
『
読
売
新
聞
』
の
広

告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
地
元
紙
は
こ
れ
ら
と
の
棲
み
分
け
の
も

と
に
存
続
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。（
友
成
毅
）

二
、『
静
岡
大
務
新
聞
』
所
掲
書
籍
安
売
広
告
の
傾
向

四
年
間
の
総
件
数
、
件
数
の
推
移
、
広
告
主
の
傾
向

　
『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
書
籍
安
売
広
告
の
総

件
数
は
、
明
治
十
八
年
二
月
か
ら
二
十
一
年
一
月
の
四
年
間
で
四
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広
告
主
と
広
告
内
容

　
『
静
岡
大
務
新
聞
』
へ
の
広
告
掲
載
期
間
は
、
静
岡
書
店
は
明

治
十
八
年
二
月
か
ら
二
十
年
七
月
ま
で
の
約
二
年
半
、
東
京
書
店

は
明
治
十
九
年
二
月
か
ら
二
十
一
年
一
月
ま
で
の
約
二
年
、
大
阪

書
店
は
明
治
十
九
年
二
月
か
ら
二
十
年
五
月
ま
で
の
一
年
三
ヶ
月

間
と
、
そ
の
傾
向
に
差
が
み
ら
れ
た
。
静
岡
書
店
の
広
告
は
二
年

半
の
間
ま
ん
べ
ん
な
く
見
ら
れ
た
が
、
大
阪
書
店
は
石
川
書
房
以

外
の
九
店
は
明
治
十
九
年
中
の
み
の
掲
載
で
あ
っ
た
。
大
阪
書
店

の
ほ
と
ん
ど
は
『
静
岡
大
務
新
聞
』
だ
け
で
は
な
く
、
他
紙
に
も

広
告
を
出
し
て
お
り
、
そ
の
総
件
数
は
多
い
。
し
か
し
、『
静
岡

大
務
新
聞
』
に
広
告
を
出
し
て
い
た
大
阪
書
店
の
う
ち
、
広
告
掲

載
が
半
年
以
上
に
わ
た
る
書
店
は
無
か
っ
た
。
大
阪
書
店
の
書
籍

安
売
広
告
が
そ
れ
ぞ
れ
短
期
集
中
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
こ
こ
で

も
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
安
売
広
告
の

半
数
以
上
は
、
他
の
新
聞
に
も
同
じ
時
期
に
同
じ
内
容
で
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
書
店
が
広
告
の
使
い
回
し
を
し
て
い
た
。

例
え
ば
、
大
阪
の
九
皐
堂
は
「
書
籍
臨
時
非
常
大
安
売
広
告
」
と

い
う
広
告
を
、
明
治
十
九
年
七
月
七
日
か
ら
九
月
二
十
七
日
の
間

に
九
回
、
様
々
な
新
聞
に
掲
載
し
て
い
た
。
さ
ら
に
大
阪
書
籍
商

館
は
、
二
か
月
半
の
間
に
九
紙
に
合
計
二
十
回
、
同
じ
広
告
を
掲

載
し
て
い
た
。『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
広
告
を
出
し
て
い
た
す
べ

て
の
東
京
書
店
も
そ
の
広
告
を
他
紙
で
も
使
い
回
し
て
い
た
。
そ

い
え
る
。

　

広
告
主
で
あ
る
書
店
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
同
県
の
『
絵
入

東
海
新
聞
』
で
は
地
元
の
文
正
堂
今
津
巳
之
助（
美
之
助
と
も
）が

出
し
た
広
告
が
最
も
多
か
っ
た
の
に
対
し（
後
述
）、『
静
岡
大
務

新
聞
』
で
は
東
京
の
山
中
平
助
が
七
件
と
最
も
多
く（
後
述
）、
今

津
巳
之
助
は
五
件
と
そ
れ
に
次
ぐ
件
数
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
書

店
は
全
て
一
〜
三
件
と
、
飛
び
抜
け
て
多
く
広
告
を
出
し
て
い
た

と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。

　

広
告
数
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
八
年
は
三
件
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
十
九
年
に
は
二
十
四
件
と
急
増
し
、
二
十
年
に
は
十

五
件
と
減
少
、
二
十
一
年
以
降
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
お
け
る
書
籍
安
売
広
告
の
ピ
ー
ク
は
明
治

十
九
年
頃
で
あ
っ
た
。
特
に
、
明
治
十
九
年
七
月
か
ら
明
治
二
十

年
三
月
ま
で
の
九
ヶ
月
間
に
多
く
の
広
告
が
出
さ
れ
て
い
た
。

『
静
岡
大
務
新
聞
』
の
広
告
件
数
の
推
移
と
類
似
し
て
い
た
他
県

の
新
聞
は
、
山
梨
県
の
『
山
梨
日
日
新
聞
』、
岡
山
県
の
『
山
陽

新
聞
』、
三
重
県
の
『
伊
勢
新
聞
』
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
新
聞

に
つ
い
て
は
、
安
売
広
告
の
総
件
数
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
山

中
平
助
や
近
江
屋
書
店
、
大
阪
書
籍
商
館
、
九
皐
堂
な
ど
、
複
数

の
安
売
書
店
の
広
告
が
共
通
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
特
定
の
広
告
主

の
存
在
と
広
告
掲
載
時
期
の
重
な
り
が
、
広
告
件
数
の
推
移
を
類

似
さ
せ
て
い
る
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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わ
ど
さ
を
期
待
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
が
多
い
。
定
価
と
売
価
を
比

較
さ
せ
て
そ
の
桁
外
れ
の
安
さ
を
強
調
す
る
広
告
も
多
い
。
こ
れ

は
他
の
地
方
紙
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
郵
便
や
通
運
を
利
用

し
て
送
金
と
送
本
を
行
う
と
い
う
、
客
が
来
店
す
る
こ
と
を
想
定

し
な
い
商
法
で
あ
る
。
い
か
に
客
を
釣
り
込
む
か
、
そ
の
効
果
の

高
い
広
告
を
出
せ
る
か
ど
う
か
が
勝
負
の
世
界
で
あ
る
。
い
か
が

わ
し
さ
を
拭
え
な
い
、
詐
術
す
れ
す
れ
の
、
も
し
く
は
詐
術
そ
の

も
の
の
世
界
が
こ
こ
に
あ
る
。

　

具
体
例
と
し
て
、『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
最
も
多
く
の
広
告
を

出
し
て
い
た
書
店
で
あ
る
山
中
平
助
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
山

中
平
助
は
、
地
誌
類
や
東
京
書
籍
商
の
組
合
文
書
に
も
名
前
を
見

出
せ
な
い
し
、
書
籍
の
刊
記
に
売
弘
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
例

を
知
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
新
聞
広
告
に
よ
っ
て
の
み
そ
の
営
業
を

確
認
し
う
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
調
査
に
及
ん
だ
新
聞
に
限

っ
て
の
件
数
で
あ
る
が
、
山
中
平
助
が
出
し
た
広
告
は
三
十
二
件

確
認
で
き
た
。
最
初
に
安
売
広
告
を
掲
載
し
た
の
は
明
治
二
十
年

二
月
六
日
の
『
静
岡
大
務
新
聞
』
で
、
同
年
三
月
十
二
日
に
『
新

潟
新
聞
』
に
掲
載
し
た
の
を
最
後
と
し
て
、
こ
れ
以
後
山
中
平
助

の
広
告
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
間
約
一
ヶ
月
た
ら
ず
で
あ
る
。

他
の
書
店
と
比
べ
て
件
数
は
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
活
動
期
間
は

圧
倒
的
に
短
く
、
こ
の
間
に
集
中
的
な
広
告
戦
略
を
展
開
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。

　

広
告
掲
載
紙
で
最
も
多
い
の
が
『
静
岡
大
務
新
聞
』、
次
に

の
広
告
の
掲
載
先
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
、
静
岡
に
近
い
山
梨
県

の
『
山
梨
日
日
新
聞
』
で
、『
岩
手
日
日
新
聞
』、『
福
岡
日
日
新

聞
』
が
そ
れ
に
次
い
で
多
い
。
そ
の
他
に
も
、『
伊
勢
新
聞
』
や

『
毎
日
新
聞
』
な
ど
、
様
々
な
地
域
の
新
聞
に
同
じ
内
容
の
広
告

を
出
し
て
い
た
。
そ
の
件
数
の
多
さ
は
、
東
京
書
店
に
と
っ
て
、

こ
れ
ら
地
方
紙
と
同
等
の
宣
伝
媒
体
と
し
て
『
静
岡
大
務
新
聞
』

が
選
ば
れ
て
い
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
地
元
静
岡

書
店
は
、
そ
も
そ
も
他
の
地
域
の
新
聞
に
書
籍
安
売
広
告
を
ほ
と

ん
ど
載
せ
て
お
ら
ず
、
費
用
対
効
果
の
優
れ
た
も
っ
と
も
有
効
な

宣
伝
媒
体
と
『
静
岡
大
務
新
聞
』
を
見
な
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

他
地
域
の
新
聞
で
は
な
く
、
地
元
紙
に
出
し
て
い
る
静
岡
書
店

の
広
告
は
、
当
然
地
元
の
客
の
来
店
を
期
待
し
て
の
も
の
で
あ
る
。

見
出
し
に
し
て
も
広
告
文
に
し
て
も
、
あ
ざ
と
さ
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
掲
載
し
て
い
る
書
名
に
し
て
も
、
稗
史

小
説
類
が
多
い
の
は
当
然
と
し
て
も
、
歴
史
や
法
律
に
関
す
る
本

も
多
く
、
篤
実
な
印
象
を
与
え
る
広
告
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
東
京
や
大
阪
の
書
店
に
よ
る
安
売
広
告
は
表
現

が
大
袈
裟
で
派
手
で
あ
る
。
特
に
大
阪
書
店
に
よ
る
広
告
に
は
、

「
無
類
特
別
元
価
発
売
」「
百
周
回
期
の
大
祝
」「
緊
急
報
知
」
と

い
っ
た
大
げ
さ
な
表
現
が
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、
い
か
に
読
者
の

目
を
惹
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
第
一
に
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

書
目
も
流
行
の
稗
史
小
説
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
兎
屋
本
の
よ

う
な
き
わ
ど
い
書
名
の
も
の
、
造
化
機
論
の
よ
う
な
内
容
的
な
き
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美
製
全
壱
冊
定
価
金
拾
円　

一
円
五
十
銭
」
と
、
定
価
と
の
対
比

で
そ
の
安
さ
を
強
調
す
る
手
法
で
あ
る
。
こ
の
『
真
書
太
閤
記
』

も
複
数
の
出
版
社
に
よ
る
翻
刻
が
あ
っ
て
、
こ
の
書
目
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
な
ど
と
と
も
に
競
合
し
が
ち

な
大
部
の
書
籍
で
あ
っ
た
。
他
に
も
『
大
日
本
国
民
専
用
実
地
有

益
大
全
』
や
『
絵　

入

平
仮
名
通
俗
日
本
外
史
』
と
い
っ
た
兎
屋
誠
出
版

の
も
の
な
ど
、
こ
の
時
期
の
安
売
広
告
に
よ
く
見
か
け
る
書
目
が

並
ん
で
い
る
。（
大
石
明
香
里
）

三
、
県
内
書
店
の
安
売
広
告

　

書
籍
安
売
広
告
を
出
し
た
静
岡
県
内
の
書
店
を
い
く
つ
か
検
討

し
て
み
よ
う
。

錦
袋
堂
堀
田
勝
三

　

藤
枝
本
町
の
錦
袋
堂
は
、
県
内
で
い
ち
早
く
書
籍
安
売
広
告
を

掲
載
し
た
書
店
で
あ
る
。
明
治
十
八
年
一
月
八
日
『
自
由
灯
』
に

「
○
恭
賀
新
年
／
古
今
実
録
書　

定
価
三
割
引
／
洋
綴
稗
史
書　

定
価
二
割
ヨ
リ
五
割
引
／
小
説
類　

定
価
三
割
ヨ
リ
四
割
引
／
右

ハ
御
年
玉
と
し
て
御
直
引
差
上
し
う
へ
に
、
美
景
よ
り
取
の
物
を

呈
上
仕
候
間
、
旧
に
倍
し
隅
か
ら
隅
ま
で
御
求
め
を
乞
ふ
。
／
東

海
道
藤
枝
本
町
／
一
月
一
日
よ
り
三
十
一
日
ま
で　

錦
袋
堂
書

舗
」
と
い
う
広
告
を
出
し
て
い
る
。
兎
屋
誠
の
安
売
広
告
は
明
治

十
六
年
末
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
他
の
書
店
が
追
随
す
る
の
は
、
ほ

『
甲
陽
日
報
』、『
山
梨
日
日
新
聞
』、『
伊
勢
新
聞
』
と
続
く
。
他

に
も
『
岩
手
日
日
新
聞
』
や
『
海
南
新
聞
』、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

な
ど
、
地
方
紙
を
掲
載
先
と
し
て
選
ん
で
お
り
、
地
元
の
東
京
紙

に
は
一
切
掲
載
し
て
い
な
か
っ
た
。
新
聞
広
告
以
外
に
書
店
と
し

て
の
営
業
を
確
認
で
き
ず
、
地
元
紙
に
は
広
告
を
出
さ
ず
、
遠
隔

の
地
方
紙
に
の
み
短
期
集
中
的
に
安
売
広
告
を
出
す
と
い
う
傾
向

は
、
大
阪
の
安
売
業
者
に
も
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
。
同
様
の
商
法

と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
。

　

山
中
が
出
し
た
広
告
は
、
二
月
の
「
極
安
価
広
告
」
と
三
月
の

「
書
林
開
業
祝
ヒ
安
売
広
告
」
の
二
種
類
の
み
で
あ
る
。
こ
の
二

種
類
を
多
く
の
新
聞
に
掲
載
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
者
は
「
極

安
価
広
告
／
標
註
絵
入
増
補
常
山
紀
談
／
●
洋
装
金
文
字
入
頗
美
本
全

壱
冊
特
別
正
価
金
壱
円
／（
中
略
）／
東
京
京
橋
区
南
伝
馬
町
三
丁

目
四
番
地
／
文
房
堂　

山
中
平
助
」
と
一
点
の
み
の
広
告
で
あ
る
。

こ
の
書
籍
は
、
二
十
年
一
月
に
鶴
声
社
が
出
版
し
た
も
の
で
、
二

円
の
定
価
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
大
部
な
『
常
山
紀
談
』
の
活
版

印
刷
に
よ
る
翻
刻
は
、
明
治
十
年
代
後
半
、
新
興
の
出
版
社
に
よ

っ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
本
書
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
後
者
の
広

告
は
、「
書
林
開
業
祝
ヒ
安
売
広
告
」
と
題
し
「
弊
堂
儀
今
般
書

籍
商
開
業
仕
候
ニ
付
祝
ト
シ
テ
左
之
書
籍
非
常
大
安
売
仕
候
間
他

店
ト
御
見
競
之
上
御
注
文
奉
願
上
候
」、「
本
日
ヨ
リ
三
月
三
十
一

日
迄
安
売
可
仕
候
」
と
期
限
付
き
で
の
開
業
の
祝
い
売
り
を
う
た

う
。
掲
載
の
書
名
は
十
四
点
で
、
た
と
え
ば
「
●
真
書
太
閤
記　
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地
元
紙
へ
の
掲
載
で
あ
る
し
、
安
売
広
告
に
あ
り
が
ち
な
調
子

の
よ
い
広
告
文
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
店
に
客
が
実
際
に
足
を

向
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
人
気
に
乗
じ
て
量

産
さ
れ
て
い
る
実
録
物
、
稗
史
小
説
類
を
取
り
扱
っ
て
い
た
地
域

に
根
ざ
し
た
書
店
で
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。（
鈴
木
俊
幸
）

今
津
巳
之
助

　

静
岡
呉
服
町
四
丁
目
の
文
正
堂
今
津
巳
之
助
は
『
静
岡
大
務
新

聞
』『
絵
入
東
海
新
聞
』
に
多
く
の
書
籍
安
売
広
告
を
掲
載
し
た

書
店
で
あ
る
。
明
治
二
十
年
十
一
月
十
八
日
『
絵
入
東
海
新
聞
』

に
出
し
た
「
開
店
節
大
安
売
広
告
」
に
「
弊
店
開
業
十
五
回
祝
と

し
て
、
当
る
十
一
月
十
六
日
よ
り
三
十
日
迄
、
向
十
五
日
間
該
書

目
並
に
其
他
共
大
奮
発
世
界
無
類
の
廉
価
を
以
て
販
売
仕
候
間
、

続
々
御
購
求
御
注
文
の
程
、
伏
て
奉
希
望
候
也
」
と
あ
っ
て
、
明

治
五
年
開
店
の
よ
う
で
あ
る
。
明
治
ゼ
ロ
年
代
半
ば
創
業
の
地
方

書
店
は
数
多
い
。
同
年
八
月
の
学
制
発
布
を
受
け
て
、
地
域
の
教

科
書
需
要
を
ま
か
な
う
こ
と
で
書
店
業
を
成
立
さ
せ
て
い
っ
た
者

た
ち
で
あ
り
、
こ
の
店
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。
学
校
の
御
用
を

達
し
、
新
時
代
の
地
域
に
根
ざ
し
た
商
売
で
あ
る
。

　

今
津
巳
之
助
の
書
籍
安
売
広
告
は
十
件
確
認
で
き
た
。
明
治
十

八
年
五
月
十
三
日
『
静
岡
大
務
新
聞
』
掲
載
の
稗
史
小
説
類
の
広

告
が
最
初
で
、
先
に
触
れ
た
明
治
二
十
年
十
一
月
十
八
日
『
絵
入

東
海
新
聞
』
の
も
の
が
最
後
で
あ
る
。
広
告
の
掲
載
は
、
こ
の
二

と
ん
ど
明
治
十
八
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
錦
袋

堂
の
こ
の
挙
は
か
な
り
早
期
に
属
す
る
。
東
京
紙
に
掲
載
し
た
の

は
、
こ
れ
が
効
果
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
市
場
占
有
率
、

広
告
媒
体
と
し
て
の
機
能
が
地
元
紙
よ
り
優
れ
て
い
る
と
の
判
断

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
美
景
呈
上
を
う
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な

ど
、
遠
隔
地
の
購
読
者
を
釣
り
込
も
う
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、

実
際
に
店
舗
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
よ
う
広
告
し
た
も
の
と
受
け

取
る
べ
き
で
あ
る
。

　

明
治
十
八
年
二
月
十
三
・
十
四
日
『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
も

「
錦
袋
堂
祝
ひ
の
広
告
」
と
題
す
る
安
売
広
告
を
出
し
て
い
る
。

錦
袋
堂
祝
ひ
の
広
告

サ
ア
〳
〵
今
度
御
得
意
様
よ
り
御
厚
情
を
請
け
た
る
売
揚
、

利
益
を
帳
調
す
る
に
思
ひ
の
外
に
て
実
に
難
有
き
仕
合
で
、

今
般
弊
堂
祝
ひ
を
せ
ん
と
す
。
そ
こ
で
御
得
意
様
江
御
礼
の

為
め
大
勉
強
大
安
売
、
な
ん
で
も
と
ほ
う
も
無
き
割
引
に
て

旧
一
月
一
日
よ
り
三
十
日
の
間
、
新
版
も
の
斗
沢
山
積
置
、

か
た
つ
ぱ
し
か
ら
売
捌
升
か
ら
、
ド
ヤ
〳
〵
旦
那
様
に
も
御

し
ん
ぞ
様
に
も
稗
史
の
御
す
き
の
方
に
は
い
ら
つ
し
や
い

〳
〵
。
サ
ア
〳
〵
〳
〵
直
の
安
き
事
ひ
や
か
し
て
も
わ
か
る
。

皆
さ
ん
ご
ひ
い
き
の
売
買
現
金
安
売
の
隊
長　

藤
枝
に
て　

堀
田
勝
蔵
敬
白
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載
の
今
津
広
告
は
比
較
的
こ
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
が
、
対
し
て

『
絵
入
東
海
新
聞
』
掲
載
の
も
の
は
、
先
に
触
れ
た
明
治
二
十
年

十
一
月
十
八
日
掲
載
の
も
の
は
例
外
的
で
、
概
し
て
派
手
さ
が
希

薄
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
二
十
年
二
月
二
十
四
日
掲
載
の
も

の
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

各
位
益
々
御
清
適
奉
敬
賀
候
。
随
つ
て
弊
店
儀
、
従
来
稗
史

小
説
和
漢
洋
書
小
学
校
教
課
用
書
類
勉
励
販
売
仕
候
。
幸
に

も
各
地
諸
君
の
信
用
を
得
、
正
直
店
の
御
高
評
を
蒙
り
、
陸

続
御
註
文
御
来
車
被
下
、
日
々
隆
盛
に
趣
き
有
難
奉
萬
謝
候
。

右
御
厚
謝
と
し
て
、
猶
一
層
勉
強
清
々
注
意
を
加
へ
、
大
奮

発
の
廉
価
販
売
仕
候
間
、
続
々
御
購
求
被
下
度
伏
て
希
望
仕

候
。

　

他
に
は
「
着
荷
広
告
」
と
し
て
、
広
告
文
が
無
く
単
に
書
名
を

並
べ
る
だ
け
の
も
の
が
多
い
。
同
じ
地
域
の
新
聞
で
あ
る
が
、
今

津
に
使
い
分
け
の
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
こ
こ
に
両

紙
の
地
域
に
お
け
る
役
割
の
差
異
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。（
國
分
美
奈
穂
）

文
林
堂
と
文
林
堂
本
店

　

静
岡
江
川
町
十
二
番
地
の
文
林
堂
廣
瀬
市
蔵
は
、
浪
花
屋
の
家

号
で
古
く
か
ら
営
業
し
て
い
る
老
舗
の
書
店
で
あ
っ
た
。
坂
井
闡

紙
の
み
で
、
東
京
紙
や
他
府
県
の
地
方
紙
に
は
見
ら
れ
な
い
。
今

津
に
と
っ
て
費
用
対
効
果
の
も
っ
と
も
よ
い
掲
載
先
は
地
元
紙
で

あ
っ
た
わ
け
で
、
こ
こ
か
ら
も
今
津
の
地
域
に
根
ざ
し
た
商
売
の

あ
り
よ
う
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

明
治
二
十
年
十
月
四
日
と
六
日
に
『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
今
津

が
掲
載
し
た
広
告
は
次
の
よ
う
な
広
告
文
の
も
の
で
あ
る
。

他
店
大
安
売
値
段
の
五
分
引
き
で
売
り
ま
す
其
為
広
告

商
業
上
競
争
を
試
む
る
は
近
頃
の
大
流
行
に
て
、
買
人
の
僥

倖
、
売
人
の
勉
強
。
処
で
弊
店
今
般
無
類
の
大
奮
発
義

利
々
々
決
着
に
し
て
、
品
物
を
安
く
売
て
御
愛
顧
を
買
ひ
、

利
益
を
薄
く
し
て
御
ひ
ゐ
き
を
厚
く
せ
ん
と
の
目
的
に
て
、

何
書
に
限
ら
ず
他
店
の
大
安
売
直
段
の
五
分
又
は
一
割
引
に

て
売
出
仕
候
間
、
栄
当
々
々
御
来
車
、
御
註
文
の
程
奉
希
上

候
也

（
書
目
略
）

右
之
他
稗
史
小
説
其
他
和
漢
洋
書
上
等
品
一
千
種
以
上
各
々

数
千
部
御
座
候
。

書
林
文
正
堂　

静
岡
呉
服
町
四
丁
目　

今
津
巳
之
助

　
「
大
流
行
」
と
広
告
文
に
あ
る
が
、
こ
の
派
手
な
文
言
は
そ
の

流
行
の
安
売
広
告
の
調
子
を
な
ぞ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
書
目
と
価

格
を
掲
げ
て
安
さ
を
具
体
的
に
示
す
の
も
同
様
で
あ
る
。
同
紙
掲
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切
関
係
無
之
ニ
付
、
此
段
為
念
愛
顧
ノ
諸
君
ヘ
広
告
ス
。

静
岡
江
川
町
十
二
番
地
書
林 

文
林
堂　

廣
瀬
市
蔵

　

静
岡
七
軒
町
二
丁
目
四
番
地
文
林
堂
本
店
と
は
一
切
関
係
な
い

と
い
う
こ
と
の
周
知
を
は
か
る
た
め
の
広
告
で
あ
る
、
こ
の
文
林

堂
本
店
の
広
告
は
、
こ
れ
ま
で
確
認
で
き
た
限
り
、
五
月
二
十
・

二
十
二
・
二
十
三
日
の
『
扶
桑
新
報
』、
二
十
三
日
の
『
朝
野
新

聞
』『
毎
日
新
聞
』『
郵
便
報
知
新
聞
』、
二
十
四
日
『
山
梨
日
日

新
聞
』、
二
十
八
日
『
奥
羽
日
日
新
聞
』、
五
月
二
十
九
〜
六
月
二

日
『
秋
田
日
日
新
聞
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
五
月
下
旬
か
ら

六
月
は
じ
め
に
か
け
て
、
東
京
紙
と
各
地
の
地
方
紙
に
集
中
的
に

出
し
て
お
り
、
こ
れ
以
後
は
一
切
見
か
け
な
い
。
内
容
は
す
べ
て

同
じ
で
あ
る
。「
五
月
二
十
日
よ
り
三
十
日
間
●
書
籍
大
安
売
の

飛
切
広
告
」
と
見
出
し
を
つ
け
て
、
安
売
書
目
を
定
価
と
売
直
を

対
照
さ
せ
る
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
広
告
文
も
「
弊
店
開
業
以

来
日
浅
し
と
雖
と
も
、
物
品
の
精
良
な
る
と
直
段
の
廉
価
な
る
と

に
因
て
大
に
四
方
諸
君
の
御
愛
顧
を
蒙
り
、
商
業
日
増
に
盛
大
に

相
赴
き
候
間
、
弊
店
の
喜
悦
不
過
之
候
。
付
て
は
今
回
右
祝
の
為
、

且
商
業
拡
張
の
為
、
尚
一
層
の
大
奮
発
を
以
て
、
列
記
の
通
り
三

十
日
間
大
安
売
飛
切
の
大
勉
強
に
付
き
、
期
限
相
切
れ
申
候
へ
ば
、

直
に
元
価
に
復
し
可
申
候
間
、
右
期
日
三
十
日
間
の
内
に
大
至
急

御
注
文
被
下
度
候
」
と
、
こ
の
時
期
の
安
売
広
告
に
あ
り
が
ち
な

う
た
い
文
句
で
あ
る
。

「
静
岡
の
書
肆
の
変
遷（
其
一
）」（『
本
道
楽
』
一
巻
二
号
、
一
九
二

六
年
六
月
）に
「
慶
応
明
治
年
間
の
老
舗
と
し
て
は
江
川
町
の
廣

瀬
市
蔵（
本
市
）が
名
古
屋
を
除
き
海
道
一
で
あ
つ
た
、
こ
の
主
人

は
髪
が
ボ
サ
〳
〵
し
て
ゐ
た
の
で
ボ
サ
市
と
人
が
い
つ
た
、
本
も

読
め
る
し
商
才
も
あ
る
の
で
、
駿
府
の
役
人
附
静
岡
藩
の
職
員
録

な
ど
も
出
版
し
、
明
治
五
六
年
頃
同
町
に
ゐ
た
村
松
良
粛
氏
の
著

書
登
高
自
卑
其
他
を
出
版
し
、
小
学
校
が
出
来
て
か
ら
浦
野
鋭
翁

氏
の
傍
訓
単
語
篇
な
ど
を
出
版
し
た
、
明
治
八
九
年
か
ら
山
本
正

至
、
田
沢
昌
永
両
氏
の
筆
算
題
叢
を
出
版
し
て
全
国
に
売
り
広
め

て
身
上
を
よ
く
し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
よ
り
駿
河
で

は
突
出
し
た
書
店
で
、
明
治
に
な
っ
て
『
筆
算
訓
蒙
』
や
『
老
子

講
義
』
と
い
っ
た
教
科
書
類
も
出
版
、
手
広
い
営
業
を
行
っ
て
い

た
。
ま
た
『
静
岡
大
務
新
聞
』
の
前
身
で
あ
る
『
静
岡
新
聞
』
な

ど
の
売
捌
き
も
行
っ
て
い
た
。
そ
の
新
聞
広
告
も
、
教
科
用
書
中

心
の
手
堅
い
も
の
に
つ
い
て
の
も
の
ば
か
り
で
、
安
売
広
告
は
確

認
で
き
な
い
。
そ
の
廣
瀬
は
、
明
治
十
九
年
五
月
二
十
七
・
二
十

八
・
二
十
九
日
の
『
静
岡
大
務
新
聞
』、
五
月
二
十
九
・
三
十
日

の
『
朝
野
新
聞
』、
六
月
九
日
の
『
時
事
新
報
』
等
の
東
京
紙
に

次
の
広
告
を
出
し
て
い
る
。

静
岡
七
軒
町
二
丁
目
四
番
地
文
林
堂
本
店
ナ
ル
者
、
東
京
毎

日
朝
野
ノ
両
新
聞
紙
上
ニ
書
籍
大
安
売
ノ
広
告
致
候
由
ニ
テ
、

弊
店
ヘ
御
照
会
ノ
向
モ
有
之
候
得
共
、
右
ハ
弊
店
ニ
於
テ
一
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四
、『
絵
入
東
海
新
聞
』
と
比
較
し
て

『
絵
入
東
海
新
聞
』
と
は

　
『
絵
入
東
海
新
聞
』
は
、
静
岡
県
の
地
方
紙
で
あ
っ
た
『
東
海

暁
鐘
新
報
』
の
号
数
と
新
聞
購
読
者
を
受
け
継
ぎ
、
明
治
二
十
年

四
月
四
日
創
刊
、
一
年
後
の
明
治
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

貫
行
社（
後
に
東
海
社
と
改
名
）か
ら
発
行
さ
れ
た
。『
東
海
暁
鐘

新
報
』
の
創
刊
者
で
あ
る
前
島
豊
太
郎
は
自
由
民
権
運
動
家
で
あ

り
、『
東
海
暁
鐘
新
報
』
は
静
岡
県
下
の
自
由
民
権
運
動
の
機
関

紙
的
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。
し
か
し
『
絵
入
東
海
新
聞
』
に
そ

の
よ
う
な
傾
向
は
な
い
。
絵
入
新
聞
と
は
明
治
時
代
に
挿
絵
入
り

で
通
俗
的
な
読
み
物
を
中
心
に
発
行
さ
れ
た
新
聞
で
あ
る
。『
絵

入
東
海
新
聞
』
も
小
説
と
そ
の
挿
絵
が
紙
面
の
幅
を
取
っ
て
い
る
。

売
価
は
一
部
一
銭
一
ヶ
月
二
十
五
銭
。
明
治
二
十
一
年
と
明
治
二

十
二
年
の
『
静
岡
県
統
計
書
』
の
発
行
高
の
推
移
か
ら
う
か
が
う

限
り
、
明
治
二
十
一
年
三
月
に
廃
刊
と
な
っ
て
か
ら
は
『
東
海
日

報
』
に
購
読
者
が
流
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

売
捌
店
は
、
蘭
契
社
碇
倭
三
郎（
沼
津
）、
杉
本
平
七（
静
岡
）、

育
伸
社
江
川
勝
太
郎（
藤
枝
）、
大
塚
好
五
郎（
掛
川
）、
亀
甲
堂
穂

積
準
三（
見
付
）、
通
運
会
社
林
弥
十
郎（
浜
松
）の
六
か
所
で
あ
る
。

こ
の
全
て
の
売
捌
店
は
『
静
岡
大
務
新
聞
』
も
同
様
に
取
り
扱
っ

て
い
る
。『
静
岡
大
務
新
聞
』
の
売
捌
店
は
他
に
も
あ
り
、『
絵
入

東
海
新
聞
』
よ
り
流
通
規
模
は
大
き
い
。

　

文
林
堂
本
店
と
い
う
書
店
の
存
在
を
、
こ
れ
ま
で
文
林
堂
廣
瀬

市
蔵
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
廣
瀬
の
広
告
か
ら
う
か
が

え
る
。
ま
た
、
文
林
堂
本
店
の
広
告
は
地
元
紙
に
は
一
切
確
認
で

き
な
い
。
店
舗
を
訪
れ
る
は
ず
も
な
い
新
聞
読
者
に
向
け
て
、
遠

隔
地
の
新
聞
に
短
期
的
に
掲
載
す
る
こ
の
方
法
は
、
大
坂
の
業
者

に
よ
く
見
ら
れ
る
。
廣
瀬
が
懸
念
し
、
ま
た
実
際
に
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
き
わ
め
て
紛
ら
わ

し
い
店
名
は
、
広
告
を
見
た
人
間
の
錯
誤
を
誘
う
で
あ
ろ
う
し
、

ま
た
そ
れ
を
狙
っ
て
「
本
店
」
を
名
乗
っ
た
嫌
疑
は
濃
厚
で
あ
ろ

う
。
文
林
堂
廣
瀬
市
蔵
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
よ
る
信
用
を
利
用
、

悪
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
な
お
、

廣
瀬
が
広
告
を
出
し
た
と
同
日
の
明
治
十
九
年
五
月
二
十
九
日

『
朝
野
新
聞
』
に
「
弊
店
儀
本
月
十
五
日
よ
り
三
十
日
間
書
籍
大

安
売
の
報
告
致
候
得
共
都
合
に
因
り
一
時
廃
業
仕
候
此
段
御
断
申

上
候
也　

五
月
二
十
八
日　

静
岡
七
軒
町
二
丁
目
四
番
地　

文
林

堂
」
と
い
う
広
告
を
確
認
で
き
る
。
こ
れ
以
後
、
文
林
堂
本
店
を

名
乗
る
静
岡
書
店
の
消
息
は
一
切
た
ど
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ

の
時
期
流
行
の
書
籍
安
売
広
告
の
危
う
さ
、
広
告
が
本
来
的
に
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
虚
構
性
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。（
金
子
美
樹
）
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両
紙
の
書
籍
安
売
広
告

　

表
1
と
表
2
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
静
岡
大
務
新
聞
』
と
『
絵
入
東

海
新
聞
』
に
お
け
る
安
売
広
告
の
件
数
を
、
安
売
広
告
の
掲
載
さ

れ
た
年
と
月
毎
、
更
に
広
告
主
の
書
店
の
地
域
毎
に
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
表
3
は
『
絵
入
東
海
新
聞
』
の
発
行
開
始
年
で
あ
る

明
治
二
十
年
以
降
の
二
紙
の
安
売
広
告
件
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

よ
り
正
確
に
二
紙
の
特
徴
を
探
る
た
め
に
同
時
期
に
限
定
し
て
比

較
し
た
。
ま
た
、
二
紙
の
広
告
料
は
『
静
岡
大
務
新
聞
』
が
十
八

字
詰
め
一
行
金
一
銭
二
厘
、
絵
入
東
海
新
聞
が
一
行
一
日
間
一
銭

二
厘
、
三
日
間
で
九
厘
、
五
日
間
で
八
厘
、
七
日
間
で
七
厘
、
十

日
間
で
六
厘
、
花
枠
や
そ
の
他
輪
郭
を
つ
け
た
も
の
は
三
割
増
で

あ
り
、
一
日
あ
た
り
だ
と
二
紙
と
も
同
じ
金
額
で
あ
る
が
、『
絵

入
東
海
新
聞
』
の
場
合
、
長
い
期
間
掲
載
す
る
ほ
ど
広
告
料
が
安

価
に
な
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
『
絵
入
東
海
新
聞
』
に

掲
載
さ
れ
た
安
売
広
告
で
三
日
以
上
掲
載
し
て
い
る
書
店
は
今
津

巳
之
助
の
み
で
あ
り
、
他
の
書
店
が
こ
の
広
告
料
の
割
引
を
適
用

さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
基
本
的
に
二
紙
と
も
ほ
ぼ
同
じ

値
段
と
し
て
良
い
と
考
え
る
。

　

表
1
と
表
2
を
比
較
す
る
と
、
静
岡
か
ら
『
絵
入
東
海
新
聞
』

に
広
告
を
出
し
て
い
る
書
店
は
今
津
巳
之
助
だ
け
で
あ
り
、『
静

岡
大
務
新
聞
』
に
何
度
か
出
し
て
い
る
文
林
堂
、
金
襴
閣
、
錦
袋

堂
な
ど
は
、
同
じ
く
地
元
の
新
聞
に
も
関
わ
ら
ず
『
絵
入
東
海
新

聞
』
に
は
安
売
広
告
を
出
し
て
い
な
い
事
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の

　

明
治
二
十
年
『
静
岡
県
統
計
書
』（
明
治
二
十
二
年
、
静
岡
県
）

に
記
載
さ
れ
て
い
る
『
絵
入
東
海
新
聞
』
の
発
行
高
は
三
〇
一
三

四
五
部
で
あ
る
。
明
治
二
十
一
年
『
静
岡
県
統
計
書
』（
明
治
二
十

三
年
、
静
岡
県
）に
は
『
絵
入
東
海
新
聞
』
の
紙
名
は
無
く
、
代

わ
り
に
『
東
海
日
報
』
名
が
見
ら
れ
る
。『
東
海
日
報
』
の
明
治

二
十
年
に
お
け
る
発
行
高
の
欄
に
は
同
年
『
絵
入
東
海
新
聞
』
の

発
行
高
と
同
じ
数
字
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、『
東
海
日
報
』
が
後

継
紙
で
あ
る
こ
と
が
こ
こ
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
明
治
十

九
年
『
静
岡
県
統
計
書
』（
明
治
二
十
二
年
、
静
岡
県
）に
は
『
東

海
暁
鐘
新
報
』
の
明
治
十
八
・
十
九
年
の
発
行
高
が
、
二
二
五
九

二
〇
部
と
二
五
四
六
四
四
部
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
部
数
を
伸
ば

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、『
絵
入
東
海
新
聞
』
に
移
っ
て
さ
ら

に
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
新
紙
と
な
っ
て
新
た
な
購
読
者
を
さ

ら
に
獲
得
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

明
治
二
十
年
に
お
け
る
『
静
岡
大
務
新
聞
』
の
発
行
高
は
四
八

九
一
七
三
部
で
、
同
年
『
絵
入
東
海
新
聞
』
の
一
・
五
倍
以
上
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
売
捌
店
の
数
も
発
行
高
も
上
回
っ
て
い
る

『
静
岡
大
務
新
聞
』
は
『
絵
入
東
海
新
聞
』
に
度
々
広
告
を
掲
載

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
二
紙
の
読
者
層
は
重
な
っ
て
は
い
な

い
と
考
え
ら
れ
、『
静
岡
大
務
新
聞
』
が
『
絵
入
東
海
新
聞
』
を

新
た
な
購
読
者
の
獲
得
を
見
込
め
る
広
告
媒
体
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
た
と
推
測
で
き
る
。（
増
田
凜
々
）
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表１，静岡大務新聞における安売り広告 

静岡 東京 大阪 静岡 今津美之助 5
M18    2月 2 文林堂 3
　　　 5月 1 金襴閣 3
M19   2月 1 2 錦袋堂 2
           5月 3 杉本平七 1
           6月 1 東京 山中平助 7
           7月 3 兎屋 3
           8月 1 2 川崎屋書店 2
　　    9月 2 2 永昌堂 1
         10月 2 2 大阪 近江屋本店 3
         11月 1 信文堂 2
         12月 1 1 原泉堂 2
M20    1月 4 1 大阪屋 2
           2月 1 3 石川書房 2
           3月 4 山崎書房 1
           5月 1 九皐堂 1
           7月 1 大阪書店 1
M21   1月 1 大阪文学舎 1
小計 14 13 16 大阪書籍商館 1

合計 43  

表２，絵入東海新聞における安売り広告 

静岡 東京 大阪 静岡 今津美之助 5
M20   4月 3 静岡大務新聞社 3
           5月 2 1 2 東京 丸屋太一郎 1
           6月 2 兎屋書店 1
           8月 1 大阪 近江屋書店 2
         11月 1 丸屋書店 2
         12月 1 川井美津書店 1
M21   1月 1 1
小計 8 2 5

合計 15  
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書
店
は
錦
袋
堂
が
一
度
だ
け
『
自
由
灯
』
に
掲
載
し
て
い
た
例
を

除
く
と
『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
し
か
広
告
を
出
し
て
い
な
い
た
め
、

掲
載
先
を
『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
絞
っ
て
広
告
を
出
し
て
い
た
書

店
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
反
対
に
、
東
京
の
丸
屋
太
一

郎
、
大
阪
の
丸
屋
書
店
、
川
井
美
津
書
店
な
ど
は
『
静
岡
大
務
新

聞
』
に
は
一
度
も
出
し
て
い
な
い
が
『
絵
入
東
海
新
聞
』
に
は
広

告
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
丸
屋
書
店
は
、

『
信
濃
毎
日
新
聞
』・『
山
陰
新
聞
』・『
出
羽
新
聞
』・『
岩
手
日
日

新
聞
』
等
に
も
広
告
を
掲
載
し
て
お
り
、
多
数
の
地
方
新
聞
に
広

告
を
出
し
て
い
た
書
店
で
あ
る
が
、
丸
屋
太
一
郎
と
川
井
美
津
書

店
は
『
絵
入
東
海
新
聞
』
以
外
の
新
聞
に
広
告
を
一
度
も
出
し
て

お
ら
ず
、
何
故
数
あ
る
地
方
紙
の
中
で
『
絵
入
東
海
新
聞
』
を
選

ん
だ
の
か
が
気
に
な
る
点
で
あ
る
。

　

表
3
、『
絵
入
東
海
新
聞
』
複
製
の
所
収
期
間
で
あ
る
明
治
二

十
〜
二
十
一
年
で
比
べ
る
と
、
両
紙
に
お
け
る
安
売
広
告
の
総
数

に
大
き
な
差
は
な
い
が
、
東
京
書
店
の
広
告
数
に
つ
い
て
は
『
静

岡
大
務
新
聞
』
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、
こ
の
期
間
中
に
『
絵
入

東
海
新
聞
』
に
安
売
広
告
を
載
せ
た
東
京
書
店
は
二
店
の
み
で
あ

る
。
反
対
に
、
表
1
、
明
治
十
八
年
〜
二
十
一
年
の
期
間
で
見
る

と
大
阪
書
店
の
広
告
数
が
多
い
『
静
岡
大
務
新
聞
』
で
あ
る
が
、

表
3
で
示
し
た
期
間
に
お
い
て
は
大
阪
書
店
の
広
告
数
は
『
絵
入

東
海
新
聞
』
よ
り
も
少
数
で
あ
る
。『
静
岡
大
務
新
聞
』
掲
載
の

大
阪
書
店
の
広
告
数
は
明
治
十
九
年
を
ピ
ー
ク
に
以
後
減
少
し
て

表３，同時期でみた二紙の比較 
 

 

静岡 東京 大阪 小計 静岡 東京 大阪 小計
M20    1月 4 1 M20   4月 3
           2月 1 3            5月 2 1 2
           3月 4            6月 2
           5月 1            8月 1
           7月 1          11月 1
M21   1月 1 1          12月 1

M21   1月 1 1 2
小計 6 8 2 小計 8 2 5

合計 16 合計 15

絵入東海新聞静岡大務新聞

15
13
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お
り
、
明
治
二
十
年
以
降
は
二
件
し
か
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
明

治
二
十
年
以
降
は
東
京
書
店
の
広
告
数
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

表
1
か
ら
読
み
取
れ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
つ
い
て
は
、
明

治
二
十
年
以
降
、
東
京
書
店
の
広
告
は
多
い
が
大
阪
書
店
の
広
告

が
極
端
に
少
な
く
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
絵
入
東
海
新
聞
』

は
、
同
期
間
に
お
い
て
東
京
書
店
の
広
告
数
は
多
く
な
い
も
の
の

大
阪
書
店
の
広
告
数
が
『
静
岡
大
務
新
聞
』
よ
り
多
い
。
両
紙
の

間
に
は
、
同
じ
静
岡
の
地
方
紙
で
あ
り
な
が
ら
明
確
に
広
告
主
の

傾
向
に
差
が
あ
り
、
そ
れ
は
読
者
層
の
差
異
が
関
係
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。（
湯
沢
友
実
）

五
、
静
岡
県
に
お
け
る
新
聞
流
通
と
書
籍
流
通

　

新
聞
購
読
者
数
の
増
加
、
新
聞
発
行
部
数
の
増
加
は
、
新
聞
を

有
力
な
広
告
媒
体
と
し
て
定
着
さ
せ
た
。
明
治
十
年
代
末
に
流
行

し
た
書
籍
安
売
り
の
多
く
は
新
聞
広
告
に
大
い
に
依
存
し
た
商
法

で
あ
っ
た
。

　

い
っ
ぽ
う
、
新
聞
購
読
者
数
の
増
加
は
、
新
聞
・
雑
誌
の
流
通

網
を
発
達
さ
せ
た
。
旧
来
の
書
籍
流
通
網
と
別
立
て
で
、
ま
た
縒

り
合
わ
さ
っ
て
、
太
く
細
や
か
な
流
通
経
路
が
確
保
さ
れ
、
速
や

か
に
ま
た
大
量
の
商
品
が
こ
こ
を
流
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
と
も

と
書
籍
業
を
営
ん
で
い
た
者
が
新
聞
や
雑
誌
を
手
が
け
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
経
営
の
規
模
を
大
き
く
し
て
い
く
こ
と
も
あ
り
、
ま

た
、
新
聞
店
と
し
て
営
業
を
始
め
た
者
が
、
書
籍
も
手
が
け
始
め

る
こ
と
も
あ
る
。
明
治
十
八
年
頃
か
ら
の
数
年
、
ち
ょ
う
ど
書
籍

安
売
り
が
各
地
で
展
開
さ
れ
た
時
期
は
、
書
籍
流
通
の
業
界
が
様

変
わ
り
す
る
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
は

新
聞
・
雑
誌
の
流
通
に
依
存
す
る
書
籍
の
増
加
と
い
う
動
き
と
密

接
な
関
係
が
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
安
売
り
に
多
く
供
さ
れ
た
人
気
の

稗
史
小
説
の
取
扱
い
は
、
新
聞
・
雑
誌
に
関
わ
る
業
者
が
多
く
行

っ
て
お
り
、
彼
ら
が
書
籍
の
安
売
り
を
展
開
す
る
こ
と
も
少
な
く

な
か
っ
た
。
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
明
治
十
八
年
二
月
十
四
日

『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
「
錦
袋
堂
祝
ひ
の
広
告
」
と
題
す
る
安
売

広
告
を
出
し
て
い
る
藤
枝
の
錦
袋
堂
堀
田
勝
三
は
『
自
由
灯
』
第

一
号（
明
治
十
八
年
四
月
十
八
日
）広
告
に
「
○
絵
入
新
聞
自
由
灯
大
売

捌
所
／
東
海
道
藤
枝
駅　

錦
袋
堂
」
と
も
見
え
て
い
て
新
聞
販
売

も
行
っ
て
い
た
。
売
弘
書
店
と
し
て
名
前
が
確
認
で
き
る
書
籍

『
大
日
本　

改
進
党
員
実
伝
』（
明
治
十
五
年
）、『
論
語
講
義
』（
明

治
十
八
年
）の
い
ず
れ
も
新
聞
・
雑
誌
の
取
次
・
販
売
を
主
業
と

し
て
い
る
法
木
徳
兵
衛
の
出
版
物
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
新
た
な

流
通
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
書
店
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

で
あ
ろ
う
。

　

以
下
、
静
岡
県
内
の
事
例
を
い
く
つ
か
検
討
し
て
み
る
。

杉
本
平
七

　

静
岡
江
川
町
の
粲
兮
堂
杉
本
平
七
は
、
明
治
十
七
年
十
一
月
七
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日
『
静
岡
大
務
新
聞
』
広
告
「
本
社
新
聞
発
売
所
及
発
売
人
」
の

筆
頭
に
「
静
岡
江
川
町　

杉
本
平
七
」
と
名
前
が
あ
が
っ
て
い
て
、

当
紙
流
通
の
要
と
な
る
販
売
店
で
あ
っ
た
。
杉
本
平
七
の
引
札

「
東
京
諸
新
聞
改
正
定
価
表
」
は
、
明
治
十
四
年
八
月
発
行
の
も

の
で
、『
東
京
日
々
新
聞
』『
郵
便
報
知
新
聞
』『
朝
野
新
聞
』『
東

京
横
浜
毎
日
新
聞
』『
東
京
曙
新
聞
』『
読
売
新
聞
』『
絵
入
新
聞
』

『
鈴
木
田
新
聞
』
の
八
紙
の
定
価
改
正
を
報
じ
、「
右
ハ
去
七
月
中

各
新
聞
広
告
欄
内
ニ
記
載
有
之
本
月
ヨ
リ
定
価
改
正
ニ
相
成
候
ニ

付
市
中
配
達
ノ
分
前
書
ノ
通
改
正
相
成
候
間
此
段
御
承
知
ノ
上
不

相
替
御
愛
顧
御
看
覧
ノ
程
願
上
候
頓
首
／
明
治
十
四
年
八
月　

諸

新
聞
売
捌
所　

杉
本
平
七
敬
白
／
看
客
諸
君
」
と
し
て
い
る
。
こ

の
時
点
で
こ
れ
だ
け
の
東
京
紙
を
扱
っ
て
い
た
わ
け
で
、
こ
れ
ら

の
新
聞
社
が
出
す
自
社
広
告
に
も
売
捌
店
と
し
て
杉
本
は
名
を
連

ね
て
い
る
。

　

管
見
に
過
ぎ
な
い
が
、
杉
本
の
名
を
確
認
で
き
る
も
っ
と
も
早

期
の
資
料
は
『
地
方
官
会
議
全
評　

第
五
篇
』（
明
治
十
三
年
、
共

同
社
）の
売
弘
書
店
一
覧
記
事
で
あ
る
が
、
創
業
は
明
治
九
年
ら

し
い
。『
絵
入
東
海
新
聞
』
明
治
二
十
年
九
月
十
六
日
広
告
「
諸

新
聞
雑
誌
大
取
次
広
告
」
に
「
弊
店
儀
明
治
九
年
開
業
以
来
看
客

諸
君
ノ
御
愛
顧
を
蒙
リ
日
ニ
月
ニ
盛
大
ニ
立
至
リ
候
段
難
有
奉
深

謝
候
」
と
あ
る
。
こ
の
広
告
末
に
「
静
岡
江
川
町　

杉
本
平
七
／

江
尻
入
江
町　

同
支
店
／
興
津
仲
宿
町　

同
支
店
」
と
あ
っ
て
、

江
尻
・
興
津
に
支
店
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
新
聞
売
捌
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管
見
に
入
っ
た
書
籍
の
売
弘
書
店
一
覧
記
事
の
中
に
杉
本
店
を
掲

げ
て
あ
る
も
の
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。『
地
方
官
会
議
全
評　

第
五
篇
』（
明
治
十
三
年
、
共
同
社
）、『
今
古
実
録

第　

三　

号
真
書
太
閤
記　

第
十
七
』（
明
治
十
五
年
、
栄
泉
社
）、『
今
古

実
録
赤
穂
精
義
参
考
内
侍

所　

巻
四
』（
同
、
同
）、『
自
由

官
権
両
党
人
物
論　

二
篇
』（
同
、
大
野

泰
雄
）、『
月
雪
花
恋
路
の
踏
分　

前
編
』（
明
治
十
六
年
、
春
陽

堂
）、『
長
脇
差
小
鉄
乃
利
刀
』（
同
、
同
）、『
昔
語
質
屋
庫
』（
同
、

著
作
館
）、『
勧懲
繡
像
奇
談
』（
同
、
九
春
社
）、『
貞
烈

美
譚
操
の
一
節
』

（
同
、
塚
原
房
吉
出
版
、
愛
善
社
発
売
）、『
絵
入
実
録
西
遊
記　

巻
一
』

（
同
、
辻
岡
文
助
）、『
俳
優
評
判
記　

二
十
二
編
』（
同
、
植
木
林

之
助
）、『
徴
兵
令
解
釈
』（
明
治
十
七
年
、
九
春
社
）、『
怪
談
牡
丹

燈
籠　

五
編
』（
同
、
東
京
稗
史
出
版
社
）。

　

栄
泉
社
の
今
古
実
録
の
よ
う
に
号
数
を
備
え
て
雑
誌
同
様
の
流

通
を
想
定
し
て
い
た
も
の
や
、
九
春
社
『
徴
兵
令
解
釈
』
の
よ
う

に
雑
誌
社
発
行
の
も
の
は
当
然
と
し
て
、
そ
れ
以
外
に
も
稗
史
小

説
類
の
取
扱
い
を
多
く
確
認
で
き
る
。
こ
の
手
の
書
籍
の
広
告
に

当
地
売
捌
所
と
し
て
杉
本
が
名
を
連
ね
る
も
の
は
し
ば
し
ば
見
か

け
る
。
た
と
え
ば
、『
静
岡
大
務
新
聞
』
明
治
十
八
年
十
二
月
二

十
四
日
広
告
に
「
三
世
柳
亭
種
彦
作　

尾
形
月
耕
補
図
／
○
貞
烈

美
談

小
夜
時
雨　

絵
入
全
壱
冊
読
切
／（
中
略
）／
東
京
銀
座
二
丁
目　

稗
史
出
版
共
隆
社
／
静
岡
呉
服
町
一
丁
目　

今
津
美
之
助
／
仝
江

川
町　

杉
本
平
七
／
仝
伝
馬
町　

斎
藤
茂
右
衛
門
」
と
あ
る
よ
う

に
、
安
売
広
告
を
出
し
た
地
元
の
書
店
と
し
て
先
に
取
り
上
げ
た

の
営
業
は
上
り
調
子
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
新
聞
購
読
者
層
の

増
加
が
一
番
の
要
因
で
あ
ろ
う
が
、
特
に
東
京
紙
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
輸
送
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
こ
の
明
治
二
十
年
に
お
け
る
東
京
紙
輸
送
の
主
た

る
と
こ
ろ
は
、
お
そ
ら
く
横
浜
・
清
水
間
の
水
運
で
あ
っ
た
ろ
う

（
こ
の
水
運
に
つ
い
て
は
、
粟
倉
大
輔
「
明
治
前
期
に
お
け
る
清

水
港
か
ら
横
浜
へ
の
製
茶
移
出
と
清
水
廻
船
問
屋
」〈『
社
会
経
済

史
学
』
七
九
巻
二
号
、
二
〇
一
三
年
八
月
〉に
詳
し
い
）。
こ
れ
は
、

輸
出
に
も
供
さ
れ
る
製
茶
を
主
力
と
し
た
県
産
品
輸
送
量
の
増
加

と
と
も
に
、
相
互
的
に
安
定
的
な
輸
送
力
を
確
保
し
て
い
っ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
加
え
て
、「
目
下
漸
次
汽
車
ノ
往
復
モ
開
ケ

各
新
聞
ノ
送
達
モ
迅
速
ニ
相
成
候
」
と
同
広
告
口
上
に
あ
る
よ
う

に
、
明
治
二
十
年
七
月
に
横
浜
・
国
府
津
間
で
東
海
道
鉄
道
が
開

通
し
、
そ
こ
か
ら
の
馬
車
便
と
い
う
「
迅
速
」
な
輸
送
が
発
想
で

き
た
し
、
国
府
津
・
静
岡
間
は
同
二
十
二
年
二
月
、
静
岡
・
浜
松

間
の
開
通
は
同
年
四
月
ま
で
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の

の
、
鉄
道
敷
設
工
事
と
駅
の
建
築
の
進
捗
は
、
県
内
紙
で
次
々
と

報
道
さ
れ
、「
漸
次
汽
車
ノ
往
復
モ
開
ケ
」
つ
つ
あ
る
実
感
を
得

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
広
告
で
取
扱
い
の
諸
新
聞
を
列
挙
し
た
後
に
「
此
外
諸
雑

誌
類
数
種
御
座
候
間
是
又
御
注
文
被
下
候
ハ
ヾ
新
聞
同
様
速
ニ
配

達
仕
候
也
」
と
記
す
よ
う
に
、
雑
誌
も
新
聞
同
様
に
取
り
扱
っ
て

い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
営
業
は
新
聞
・
雑
誌
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
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又
持
合
セ
書
籍
及
着
荷
分
共
合
候
得
ハ
、
数
種
ニ
候
間
書
目

ハ
別
冊
ニ
仕
立
候
ニ
付
、
御
入
用
之
諸
君
ハ
御
報
知
次
第
呈

進
□
申
候
。
尤
静
岡
市
内
ハ
金
弐
銭
、
郵
便
切
手
申
請
ケ
書

籍
代
価
郵
便
切
手
代
用
ハ
壱
割
増
ニ
願
フ
。

八
月　

静
岡
江
川
町　

杉
本
平
七

　

前
半
は
書
籍
の
安
売
広
告
で
あ
る
。「
第
壱
回
勉
強
発
売
書
目
」

に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
。「
第
二
回
第
三
回
」
に
つ
い
て
も
知

見
が
無
い
。
第
四
回
の
「
今
般
着
荷
ノ
新
板
書
籍
ハ
驚
程
ノ
大
安

売
ニ
テ
」
と
あ
っ
て
、
杉
本
が
安
売
用
の
書
籍
の
供
給
を
得
て
こ

れ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
杉
本
の
新
聞
・
雑
誌
の

流
通
網
は
、
そ
の
ま
ま
稗
史
小
説
類
の
流
通
網
で
あ
り
、
そ
の
流

通
規
模
の
大
き
さ
が
、
東
京
か
ら
の
有
利
な
供
給
を
継
続
的
に
行

わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

県
内
諸
地
域
の
新
聞
売
捌
所
と
取
次
業
者
に
よ
る
書
籍
流
通

　

ま
ず
、
遠
州
か
ら
。『
静
岡
大
務
新
聞
』『
絵
入
東
海
新
聞
』
等

諸
紙
を
扱
っ
て
い
た
遠
州
浜
松
の
林
弥
十
郎
は
、
明
治
十
八
年
九

月
八
日
『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
掲
載
し
た
広
告
に
「
新
聞
無
逓
送

料
配
達
広
告
／
静
岡
大
務
新
聞
／
壱
枚
金
弐
銭
／
一
ヶ
月
前
金
四

拾
五
銭
／
右
ハ
今
般
浜
松
市
内
ニ
限
リ
無
逓
送
料
ヲ
以
テ
配
達
仕

候
間
其
地
方
御
便
宜
ノ
場
所
ハ
追
々
右
ニ
準
シ
配
達
可
仕
候
事
／

取
次
所　

浜
松
伝
馬
町　

通
運
会
社　

林
弥
十
郎
」
と
肩
書
き
し

今
津
巳
之
助
と
と
も
に
共
隆
社
版
書
籍
の
売
弘
に
関
与
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。『
絵
入
東
海
新
聞
』
明
治
二
十
年
四
月
十
四
日

所
載
「
配
達
区
域
拡
張
広
告
」
に
「
小
説
書
類
は
勿
論
何
書
籍
ト

雖
モ
一
ト
際
勉
強
価
ニ
至
急
御
取
次
可
仕
候
也
」
と
し
て
「
静
岡

江
川
町
七
番
地
／
諸
新
聞
雑
誌
稗
史
小
説
書
売
捌　

杉
本
平
七
」

と
末
に
稗
史
小
説
の
取
り
扱
い
を
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
十

年
代
後
半
か
ら
ま
す
ま
す
流
行
の
「
稗
史
小
説
」
が
こ
の
店
の
営

業
の
柱
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

明
治
十
九
年
八
月
十
五
日
『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
杉
本
が
掲
出

し
た
広
告
を
見
て
み
よ
う
。

新
板
着
荷
広
告

弊
店
儀
は
、
先
キ
ニ
第
壱
回
勉
強
発
売
書
目
広
告
仕
候
処
、

意
外
之
御
高
評
ヲ
蒙
リ
、
四
方
諸
君
之
御
引
立
ヲ
以
テ
非
常

之
売
高
ニ
至
リ
、
引
続
第
二
回
第
三
回
ト
、
ト
ン
〳
〵
拍
子

ニ
登
リ
掛
タ
ル
処
、
今
般
着
荷
ノ
新
板
書
籍
ハ
驚
程
ノ
大
安

売
ニ
テ
、
第
四
回
目
ヨ
リ
下
落
シ
テ
、
○
デ
三
回
目
迄
之
直

段
ヲ
廃
シ
、
右
為
御
礼
、
本
月
十
五
日
ヨ
リ
同
廿
日
迄
、
尚

又
一
層
大
奮
発
廉
価
ニ
差
上
候
故
、
遠
国
ヨ
リ
ノ
御
注
文
ハ
、

金
壱
円
以
上
御
購
入
ノ
諸
君
エ
ハ
書
籍
逓
送
費
弊
店
ニ
テ
支

弁
仕
候
間
、
不
相
替
陸
続
御
注
文
之
程
奉
希
望
候
也
。

但
シ
今
般
改
正
仕
日
々
取
扱
候
各
新
聞
ハ
、
時
事
新
報
、

東マ

マ
京
入
新
聞
ハ
不
残
無
逓
送
ニ
テ
速
達
ヲ
専
一
ト
勉
強
仕
、
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号
』（
同
、
団
々
社
）、
ま
た
『
東
京
新
誌　

百
三
十
三
号
』（
明
治

十
二
年
、
九
春
社
）の
売
捌
と
し
て
も
名
前
が
見
え
、
比
較
的
早

期
か
ら
新
聞
・
雑
誌
類
も
取
り
扱
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
教
科
書

や
参
考
書
類
を
は
じ
め
手
広
い
営
業
が
確
認
で
き
る
が
、
明
治
十

年
代
後
半
、
流
行
の
稗
史
小
説
類
の
取
扱
い
も
多
い
。

　

藤
枝
の
育
伸
社
江
川
勝
太
郎
は
新
聞
売
捌
を
主
業
と
し
て
い
た

店
で
あ
っ
た
。
明
治
十
七
年
十
一
月
七
日
『
静
岡
大
務
新
聞
』
に

「
弊
舗
之
儀
、
東
京
静
岡
各
新
聞
雑
誌
取
次
仕
候
処
、
九
月
三
日

ヨ
リ
発
兌
東
京
ノ
勉
強
新
聞
大
坂
朝
日
新
聞
之
儀
該
新
聞
題
号
之

通
精
々
勉
強
致
シ
配
達
仕
候
間
、
陸
続
御
購
求
御
愛
顧
ノ
程
奉
願

候
。
以
上
。
／
駿
河
国
藤
枝
宿
／
新
聞
雑
誌
取
次
所　

育
伸
社
」

と
い
う
広
告
を
出
し
て
お
り
、
早
く
よ
り
東
京
紙
や
県
内
紙
の
取

次
を
行
っ
て
い
た
。
同
紙
明
治
十
九
年
五
月
十
四
日
の
『
時
事
新

報
』「
無
逓
送
料
配
達
広
告
」
に
は
「
駿
河
国
藤
枝
宿
益
津
町
静

岡
両
新
聞
特
別
売
捌
所
」
と
い
う
肩
書
き
で
載
っ
て
い
る
。『
静

岡
大
務
新
聞
』
明
治
十
九
年
十
月
二
十
八
日
に
育
伸
社
は
広
告
を

載
せ
て
い
る
。「
看
客
諸
君
之
御
愛
顧
厚
キ
ニ
ヨ
リ
、
弊
社
義

追
々
手
広
相
成
、
日
ニ
増
加
シ
難
有
奉
鳴
謝
候
。
就
テ
今
般
各
社

新
聞
改
革
ニ
準
シ
、
弊
社
モ
一
層
改
良
シ
、
忠
実
ヲ
主
ト
シ
精
々

廉
価
ニ
売
捌
ハ
勿
論
、
静
岡
両
新
聞
ハ
発
行
次
第
手
便
ヲ
以
夜
中

ニ
逓
送
順
次
為
シ
、
藤
枝
宿
市
内
外
及
遠
州
川
尻
静
波
ノ
地
ニ
至

ル
モ
聊
カ
無
淹
滞
一
般
早
朝
ヨ
リ
配
達
、
東
京
諸
新
聞
モ
極
メ
テ

迅
速
仕
候
間
、
旧
ニ
倍
シ
続
々
御
注
文
ア
ラ
ン
コ
ト
奉
願
候
」
と

て
い
る
よ
う
に
、
伝
馬
町
で
内
国
通
運
浜
松
分
社
を
営
ん
で
い
た
。

明
治
十
七
年
十
一
月
七
日
『
静
岡
大
務
新
聞
』「
本
社
新
聞
発
売

所
及
発
売
人
」
に
名
を
連
ね
て
い
な
い
の
で
、
新
聞
売
捌
へ
の
参

与
は
明
治
十
八
年
か
ら
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。『
浜
松
市
史　

三　

近
代
編
』（
一
九
八
〇
年
、
浜
松
市
）に
「
見
付
・
袋
井
・
掛

川
な
ど
に
も
分
社
が
お
か
れ
、
取
次
所
が
白
須
賀
・
新
居
・
舞

坂
・
三
ケ
日
・
気
賀
な
ど
に
お
か
れ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
後
掲

『
時
事
新
報
』
広
告
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
林
の
新

聞
配
達
区
域
と
な
る
。

　

掛
川
西
町
の
松
屋
大
塚
好
五
郎
は
早
く
か
ら
『
静
岡
大
務
新

聞
』
も
取
り
扱
っ
て
お
り
、「
本
社
新
聞
発
売
所
及
発
売
人
」
と

し
て
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
掛
川
を
中
心
に
、
佐
野
郡
・
城

東
郡
ま
で
同
紙
と
『
絵
入
東
海
新
聞
』
の
配
達
を
行
っ
て
い
た
。

明
治
二
十
年
一
月
二
十
三
日
『
静
岡
大
務
新
聞
』
掲
載
の
「
新
聞

配
達
拡
張
広
告
」
に
は
「
遠
州
掛
川
宿
西
町
書
肆
／
廿
年
一
月　

和
漢
洋
書
小
説
稗
史
筆
墨
表
簿
紙
類　

松
屋
好
五
郎
」
と
末
に
記

し
て
い
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
手
広
く
書
籍
業
を
行
っ
て
い
た
店

で
あ
っ
た
。
明
治
七
年
刊
『
商
法
事
情
』（
江
島
喜
兵
衛
版
）や

『
遠
江
風
土
歌
』（
立
志
社
近
藤
巴
太
郎
版
）あ
た
り
か
ら
売
弘
書
店

一
覧
記
事
に
名
前
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
は
江
戸

期
に
は
書
籍
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
掛
川
に
お
け
る
書
籍
流
通
の

要
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
東
京　

華
謡
新
聞　

三

十
五
号
』（
明
治
十
年
、
風
香
月
影
社
）や
『
団
々
珍
聞　

三
十
三
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駿
州
静
岡
宿
江
川
町　

杉
本
平
七

遠
江
国
浜
松　

気
賀　

金
指　

中
川　

井
伊
谷　

大
山

　

遠
州
浜
松
宿
伝
馬
町
内
国
通
運
会
社　

林
弥
十
郎

遠
江
国
浜
松　

市
内

　

遠
州
浜
松
紺
屋
町　

明
進
堂　

中
村
利
次

信
濃
国
小
諸　

岩
村
田　

上
田

　

信
州
北
佐
久
郡
小
諸
町　

相
場
七
左
衞
門
右
広
告
致
候
也

　
　
　
　
　
　
　

東
京
日
本
橋
区
通
リ
三
丁
目
十
一
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
事
新
報
社

　
　
　
　
　
　
　

東
京
神
田
区
左
柄
木
町
廿
一
番
地

時
事
新
報
特
別
売
捌
所　

東
海
堂　

平
野
晋

　

同
じ
広
告
は
同
月
十
四
日
の
『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
も
掲
載
さ

れ
る
。
こ
こ
に
名
前
の
見
え
る
浜
松
の
中
村
利
次
は
、
明
治
十
七

年
十
一
月
七
日
『
静
岡
大
務
新
聞
』
社
告
「
本
社
新
聞
発
売
所
及

発
売
人
」
に
名
前
が
見
え
る
。
同
紙
明
治
十
八
年
七
月
十
四
日
社

告
に
「
社
告
／
本
社
新
聞
発
売
所
浜
松
宿
中
村
利
次
儀
新
聞
代
価

払
込
無
之
、
仍
テ
這
回
相
廃
シ
候
。
就
テ
ハ
是
迄
同
人
ヨ
リ
御
購

読
ノ
諸
君
モ
有
之
候
ハ
ヽ
、
直
チ
ニ
本
社
ヨ
リ
配
達
可
仕
候
間
、

御
宿
所
御
姓
名
共
御
通
知
有
之
度
此
段
広
告
ス
。
／
明
治
十
八
年

七
月
／
静
岡
大
務
新
聞
社
」
と
あ
っ
て
、
同
紙
と
の
提
携
は
途
切

れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
浜
松
地
域
に
お
い
て
県

内
紙
以
外
の
新
聞
流
通
の
一
角
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
て
取
扱
新
聞
・
雑
誌
の
目
録
を
掲
げ
、
末
に
「
諸
新
聞
雑
誌
類

稗
史
小
説
書
籍
類
売
捌
所　

東
海
道
藤
枝
宿　

育
伸
社
／
仝　

榛

原
郡
川
尻
村
壱
番
地　

育
伸
社
支
店
」
と
し
て
い
る
。
川
尻
村
に

も
支
店
を
設
け
、
流
通
力
を
増
し
て
い
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
広
告
の
追
記
に
「
追
テ
稗
史
小
説
書
籍
類
着
荷
仕
候
ニ
付
、

非
常
之
廉
価
ヲ
以
テ
売
捌
仕
候
間
、
現
品
御
覧
ノ
上
沢
山
御
購
求

被
成
下
度
候
」
と
あ
り
、
稗
史
小
説
の
取
扱
い
も
う
た
う
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
明
治
十
九
年
五
月
一
日
『
時
事
新
報
』
に
時
事
新
報
社

と
東
海
堂
平
野
晋
と
が
連
名
で
広
告
を
掲
載
す
る
。

　

無
逓
送
料
配
達
広
告

今
般
府
下
東
海
堂
ト
特
約
ヲ
結
ヒ
、
左
ノ
各
地
ヲ
時
事
新
報

無
逓
送
料
配
達
ノ
区
域
ト
定
メ
、
五
月
一
日
ヨ
リ
郵
便
税
ヲ

申
受
ケ
ズ
、
新
報
定
価
ノ
ミ
ニ
テ
各
売
捌
所
ヨ
リ
迅
速
配
達

セ
シ
メ
候
間
、
同
地
方
購
読
ノ
諸
君
ハ
右
売
捌
所
ヘ
直
ニ
御

注
文
可
被
下
候
。

伊
豆
国
三
島
宿　

君
沢
郡　

田
方
郡

　

豆
州
三
島
宿
小
中
島
町　

清
冽
堂　

山
本
与
十

駿
河
国
沼
津　

原　

吉
原

　

駿
州
沼
津
宿
通
リ
横
町　

蘭
契
舎　

碇
倭
三
郎

駿
河
国
静
岡　

江
尻　

清
水　

興
津　

由
井　

蒲
原　

岩
淵　

国
吉
田　

今
宿　

倉
沢
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ま
た
先
に
述
べ
た
杉
本
平
七
が
勉
強
発
売
し
た
「
稗
史
小
説
書
」

が
こ
の
流
通
に
拠
る
も
の
で
あ
る
蓋
然
性
は
極
め
て
高
い
。
東
海

堂
は
、
明
治
十
八
年
六
月
三
十
日
『
自
由
灯
』
広
告
に
「
来
る
七

月
十
一
日
開
店
新
聞
雑
誌
書
籍
類
大
取
次
約
定
地
へ
の
逓
送
手
便

を
以
て
し
従
前
に
比
し
一
日
間
速
達
／
東
京
々
橋
区
元
数
寄
屋
町

一
丁
目
三
番
地　

東
海
堂
」
と
あ
っ
て
、
明
治
十
八
年
七
月
開
店

の
取
次
業
者
で
あ
る
。
十
八
年
七
月
三
十
日
『
絵
入
朝
野
新
聞
』

広
告
に
よ
れ
ば
、
東
海
堂
は
朝
野
新
聞
社
お
よ
び
絵
入
朝
野
新
聞

社
と
の
間
に
特
約
を
結
び
、
両
紙
の
神
奈
川
県
諸
地
域
の
無
逓
送

料
配
達
を
開
始
し
て
い
る
。
そ
れ
が
翌
年
に
は
静
岡
県
域
に
及
ぶ

わ
け
で
あ
る
。

　

明
治
十
九
年
二
月
十
八
日
『
絵
入
自
由
新
聞
』
掲
載
の
広
告
に

「
移
転
并
ニ
府
下
売
捌
開
業
広
告
／
弊
堂
義
是
迄
京
橋
区
元
数
寄

屋
町
に
於
て
諸
新
聞
雑
誌
等
各
地
方
へ
限
り
大
売
捌
致
居
候
処
、

御
蔭
を
以
逐
日
繁
盛
に
趣
き
、
家
屋
手
狭
に
相
成
候
に
付
、
今
般

左
の
所
へ
移
転
致
し
、
本
月
十
六
日
よ
り
拙
者
一
手
に
業
務
引
受
、

更
に
四
月
一
日
よ
り
府
下
売
捌
を
も
相
始
め
、
各
本
社
同
様
配
達

の
迅
速
を
旨
と
し
、
務
て
愛
読
諸
君
の
御
便
利
を
謀
り
、
一
層
ふ

ん
発
勉
励
仕
候
間
、
何
卒
旧
に
倍
し
陸
続
御
注
文
被
仰
付
度
、
此

段
謹
て
広
告
仕
候
。
／
新
聞
の
種
類
并
に
予
約
長
短
に
依
り
、
景

物
と
し
て
金
五
銭
以
上
二
十
五
銭
以
下
の
書
籍
雑
誌
類
を
進
呈
仕

候
。
配
達
は
毎
朝
未
明
を
以
て
無
相
違
御
届
可
申
候
新
聞
雑
誌
代

価
は
前
金
に
非
さ
れ
は
配
達
不
仕
候
。
当
分
府
下
配
達
の
区
域
は

そ
の
中
村
の
名
前
を
売
弘
と
し
て
確
認
で
き
た
書
籍
・
雑
誌
は

『
団
々
珍
聞　

二
百
七
十
七
号
』（
明
治
十
五
年
、
団
々
社
）、『
勧懲

繡
像
奇
談
』（
明
治
十
六
年
、
九
春
社
）、『
才
子

必
読
吃
驚
草
紙　

上

編
』（
同
年
、
絵
入
自
由
出
版
社
発
兌
）、『
怪
談
牡
丹
燈
籠　

五

編
』（
明
治
十
七
年
、
東
京
稗
史
出
版
社
）で
、
こ
れ
も
稗
史
小
説

類
の
取
扱
い
を
確
認
し
う
る
。
ま
た
先
述
し
た
杉
本
平
七
の
名
前

も
こ
の
広
告
に
見
え
る
こ
と
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

二
十
年
五
月
五
日
『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
「
新
聞
迅
速
配
達
広

告
」
と
題
し
「
看
客
諸
君
之
御
便
利
之
為
メ
本
月
一
日
ヨ
リ
東
京

東
海
堂
ト
特
約
ノ
約
ヲ
結
ヒ
東
京
各
新
聞
紙
幸
便
ヲ
以
テ
逓
送
仕

候
ニ
付
先
ツ
第
一
着
藤
枝
市
内
限
連
日
二
日
目
正
午
ニ
配
達
仕
候

（
是
迄
三
日
目
配
達
之
処
即
チ
一
日
間
ノ
早
達
ナ
リ
）尚
ホ
逓
送
方

便
利
ヲ
計
リ
追
々
市
外
及
支
店
等
ニ
至
ル
モ
同
時
御
達
可
致
候
間

依
テ
御
愛
顧
之
諸
君
一
層
御
引
立
旧
ニ
倍
シ
御
購
読
之
程
奉
願
候

也
／
東
海
道
藤
枝
宿
／
荷
物
急
便
逓
送
集
配
所
／
各
新
聞
雑
誌
稗

史
小
説
書
籍
売
捌
所　

育
伸
社
」
と
い
う
広
告
を
育
伸
社
は
掲
出

し
て
い
る
。「
荷
物
急
便
逓
送
集
配
所
」
で
あ
り
「
各
新
聞
雑
誌

稗
史
小
説
書
籍
売
捌
所
」
で
あ
る
。

　

さ
て
、
先
掲
『
時
事
新
報
』
広
告
に
お
い
て
も
、
無
逓
送
料
広

告
を
実
現
し
た
の
は
東
海
堂
と
の
特
約
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
広
告
に
お
い
て
も
東
京
各
紙
の
「
迅
速
配
達
」
は
東
海
堂
と
の

特
約
に
よ
る
「
幸
便
」
に
よ
っ
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
育
伸
社
が
売
捌
と
し
て
掲
げ
る
「
稗
史
小
説
書
籍
」、
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雅
堂
等
の
書し
よ

籍じ
や

商く
せ
うは
、
遠
州
周
智
郡
森
町
村
中
町
の
谷
口
屋

に
て
本
月
十
四
日
よ
り
三
日
間
特と
く

別べ
つ

大お
ほ

安や
す

売う
り

を
始は
じ

め
各
地
へ

広
告
札
を
揚
げ
た
る
に
、
又
掛
川
宿
の
書
肆
三
原
屋
甚
蔵
も

同
じ
く
森
町
小
池
屋
と
云ゐ

へ
る
店
を
借か
り

受う

け
、
本
月
十
二
日

よ
り
廿
日
迄
の
間
大
勉べ
ん

強け
ふ

書
籍
大
安
売
の
広
告
を
湯ゆ

屋や

理り

髪は
つ

店て
ん

其
他
辻
々
へ
張
出
し
、
我
得と
く

意ゐ

場ば

を
横お
ふ

領れ
う

さ
れ
ざ
る
様
に

と
専も
つ
ぱら

防ぼ
ふ

御ぎ
よ

す
る
有
様
な
れ
ば
、
同
地
の
人
々
は
実じ
つ

に
凡す
べ

て

の
物
事
繁は
ん

劇げ
き

に
至
る
の
世
の
中
な
り
と
い
ひ
合あ

へ
る
由
な
る

が
、
右み
ぎ

の
如
き
次し

第だ
い

ゆ
ゑ
、
狭せ
ま

き
土
地
と
い
ひ
、
売
捌
け
口

は
双さ
ふ

方は
う

と
も
上ぜ
う

景け
い

気き

と
は
行
ぬ
様や
ふ

子す

な
り
と
い
ふ
。

　

博
雅
堂
は
静
岡
呉
服
町
一
丁
目
二
番
地
の
青
木
栄
次
郎
で
、
明

治
十
三
年
『
小
学
地
誌
略
』
の
出
版
も
あ
る
。
明
治
初
年
代
か
ら

教
科
用
図
書
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
籍
を
取
り
扱
っ
て
き
た

地
域
の
有
力
書
店
の
一
つ
で
あ
る
。『
静
岡
大
務
新
聞
』（
明
治
十

八
年
十
一
月
十
日
）広
告
に
「
曹
洞
宗
専
門
校
書
籍
類
／
右
者
今

般
弊
堂
ニ
於
テ
販
売
仕
候
其
他
諸
宗
之
仏
書
共
売
捌
候
間
沢
山
御

用
向
被
仰
付
候
様
奉
希
候
／
十
月　

静
岡
呉
服
町
二
丁
目　

博
雅

堂　

青
木
栄
次
郎
」
と
あ
っ
て
仏
書
も
扱
う
書
物
屋
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
東
京
の
春
陽
堂
と
組
ん
で
安
売
用
書
籍
を
仕
入
れ
て
森
町

で
出
張
販
売
を
行
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　

掛
川
十
王
町
の
三
原
屋
甚
蔵
は
、
明
治
十
年
代
初
頭
か
ら
諸
書

の
売
弘
書
店
一
覧
記
事
に
名
前
を
見
出
せ
る
。
掛
川
で
は
中
心
と

神
田
日
本
橋
京
橋
麴
町
牛
込
小
石
川
本
郷
下
谷
の
八
区
と
す
。
尚

各
地
方
取
次
御
届
の
方
へ
は
本
社
同
様
割
引
を
以
て
御
相
談
可
仕

候
。
／
新
聞
雑
誌
大
売
捌
所　

神
田
佐
柄
木
町
二
十
一
番
地　

東

海
堂　

平
野
晋
」
と
あ
る
。
同
紙
の
記
事
に
も
「
●
東と
う

海か
い

堂ど
う　

諸

新
聞
雑
誌
取
次
売
捌
の
業
を
手
広
く
営
な
む
京
橋
区
元
数
寄
屋
町

の
東
海
堂
は
日
を
逐
て
繁
昌
に
赴
む
き
従
来
の
家
屋
手
狭
に
な
り

た
る
に
付
き
今
度
神
田
佐
柄
木
町
へ
移
転
し
一
層
勉
強
し
て
諸
新

聞
雑
誌
売
広
の
業
務
に
従
事
し
尚
ほ
花
主
へ
対
し
て
種
々
の
景
物

を
進
呈
す
る
由
委
細
は
広
告
に
在
り
」
と
あ
っ
て
、
半
年
足
ら
ず

で
規
模
を
大
き
く
す
る
成
長
ぶ
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
間
流

通
業
者
が
有
利
で
速
や
か
な
流
通
を
実
現
す
る
前
に
も
、
新
聞
・

雑
誌
流
通
の
「
幸
便
」
に
よ
っ
て
稗
史
小
説
類
が
流
通
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
が
、
東
海
堂
の
よ
う
な
取
次
が
出
現
し
て
、
そ
れ
を
一

気
に
加
速
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
新
聞
・
雑
誌
の
販
売
を
行
っ

て
い
た
業
者
が
稗
史
小
説
類
を
取
り
扱
う
よ
う
に
な
る
必
然
は
こ

こ
に
あ
り
、
彼
ら
取
次
の
出
現
も
時
代
の
必
然
と
い
っ
て
よ
か
ろ

う
。出

張
販
売

　

左
は
明
治
二
十
年
三
月
十
七
日
『
静
岡
大
務
新
聞
』
雑
報
欄
掲

載
の
記
事
で
あ
る
。

●
書
籍
出
売
の
競
争　

東
京
日
本
橋
の
春
陽
堂
、
当
国
の
博
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の
新
聞
広
告
が
息
を
潜
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う

な
小
規
模
の
出
張
販
売
が
至
る
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
は
じ
め
て
、
安

売
り
業
者
が
市
場
と
目
し
て
い
た
地
方
の
人
々
が
、
リ
ス
ク
の
よ

り
低
い
方
法
で
、
現
物
を
手
に
取
っ
て
廉
価
な
書
籍
を
入
手
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
新
聞
広
告
の
効
果
が
減
少
し
た
か
ら
か
も
し
れ

な
い
。

＊　
　
　
　
　

＊

　

以
上
、
静
岡
県
の
地
方
紙
を
主
た
る
資
料
と
し
て
、
静
岡
県
に

お
け
る
書
籍
と
新
聞
・
雑
誌
類
の
流
通
の
様
相
と
そ
の
変
化
を
た

ど
っ
て
み
た
。（
鈴
木
俊
幸
）

（
す
ず
き　

と
し
ゆ
き　

本
学
教
授
）　
　
　
　

（
と
も
な
り　

つ
よ
し
・
お
お
い
し　

あ
か
り
・

か
ね
こ　

み
き
・
こ
く
ぶ
ん　

み
な
ほ
・

ま
す
だ　

り
り
・
ゆ
ざ
わ　

と
も
み　本

学
学
生
）

な
る
書
店
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
記
事
が
言
う
よ
う
に
、
森
町

も
彼
の
「
得
意
場
」
の
内
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
青
木
の
挙
に

対
抗
的
に
安
売
り
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
狭
い
地
域
で

の
競
合
は
双
方
に
と
っ
て
良
い
結
果
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　

こ
の
記
事
で
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
広
告
手
法
で
あ
る
。
青
木

の
場
合
は
「
各
地
へ
広
告
札
を
揚
げ
」、
三
原
屋
の
場
合
は
引
札

を
「
湯
屋
理
髪
店
其
他
辻
々
へ
」
貼
り
出
す
と
い
う
方
法
で
、
新

聞
を
利
用
し
て
い
な
い
。
実
際
こ
の
間
の
新
聞
広
告
に
両
店
の
安

売
広
告
は
見
当
た
ら
な
い
。
新
聞
広
告
を
便
り
に
し
た
書
籍
安
売

り
の
実
態
把
握
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
広
告
か
ら
う

か
が
え
る
以
上
に
、
全
国
津
々
浦
々
で
こ
の
よ
う
な
書
籍
安
売
り

が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

新
聞
広
告
を
利
用
し
た
広
域
的
、
ま
た
あ
る
い
は
地
域
に
密
着

し
た
な
書
籍
安
売
り
が
行
わ
れ
る
い
っ
ぽ
う
で
、
明
治
十
八
年
の

終
盤
か
ら
、
出
張
に
よ
る
書
籍
安
売
り
が
新
た
な
方
法
と
し
て
兎

屋
を
皮
切
り
に
行
わ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
新
聞
広
告
か
ら
う

か
が
う
限
り
、
そ
れ
は
、
兎
屋
や
駸
々
堂
な
ど
営
業
力
を
備
え
た

書
店
、
ま
た
新
聞
流
通
を
束
ね
て
い
た
石
版
舎
の
よ
う
な
店
に
よ

る
地
方
都
市
を
拠
点
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
展
開
と

と
も
に
、
地
域
の
小
さ
な
市
場
を
食
い
合
う
よ
う
な
、
地
域
の
書

店
に
よ
る
出
張
販
売
が
細
か
く
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
の

で
あ
ろ
う
。
明
治
二
十
一
年
に
な
る
と
、
全
国
的
に
書
籍
安
売
り




